
利
用
料
の
医
療
費
控
除
に
つ
い
て 

平
成
二
十
七
年
中
（
二
十
七
年
一
月
一
日
～
十
二

月
三
十
一
日
）
の
間
に
、
当
施
設
に
支
払
わ
れ
た
介
護

保
険
一
部
負
担
金
な
ど
、
国
が
控
除
を
認
め
る
費
用

に
つ
い
て
は
、
「医
療
費
控
除
の
対
象
」と
な
り
ま
す
。 

当
施
設
の
場
合
、
領
収
書
の
各
項
目
の
金
額
の
後
ろ

に
「*

」
の
印
が
付
い
て
い
る
も
の
が
、
医
療
費
控
除
の
対

象
と
な
る
金
額
で
す
。 

 
 

 
 

 
 領

収
書
の
送
付
に
つ
い
て 

昨
年
中
に
振
込
で
お
支
払
い
頂
い
た
皆
様
に
は
、
当

該
分
の
領
収
書
を
今
回
の
請
求
書
に
同
封
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
確
認
下
さ
い
。 
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月
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ク
リ
ス
マ
ス
会 

 

十
二
月
十
二
日
（
土
曜
日
）
、
デ
イ
ル
ー
ム
に

て
、
「ク
リ
ス
マ
ス
会
」を
催
し
ま
し
た
。 

お
食
事
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

鶏
の
唐
揚
げ
、
チ
キ
ン
ピ
ラ
フ
、
春
巻
き
、
ミ
ネ
ス

ト
ロ
ー
ネ
等
々
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
料
理
を
ご
用

意
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

い
つ
も
の
昼
食
の
メ
ニ
ュ
ー
と
は
違
っ
て
、
ク
リ
ス

マ
ス
ら
し
い
色
鮮
や
か
な
料
理
に
、
ご
利
用
者
の

皆
様
、
存
分
に
お
好
き
な
も
の
を
召
し
上
が
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
「
秋
川
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
サ
ー
ク
ル
」
の
皆
様
に
、
「
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
演
奏
」を
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
、
ご
利
用
者
の
皆
様
も
合
唱
で
き
る

幾
つ
か
の
曲
を
、
歌
詞
カ
ー
ド
を
見
な
が
ら
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
の
伴
奏
で
、
声
を
合
わ
せ
大
き
な
声

で
歌
い
ま
し
た
。 

こ
の
日
の
た
め
に
十
二
月
初
め
か
ら
練
習
し
て

き
た
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。
ア
コ
ー
デ

ィ
オ
ン
の
軽
快
な
演
奏
に
、
施
設
全
体
が
活
き
活

き
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

今
回
、
素
敵
な
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
を
披
露

し
て
頂
き
ま
し
た
。
「
秋
川
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
サ
ー

ク
ル
」の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

デ
イ
ケ
ア
通
信 
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月
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臨
時
利
用
・振
替
利
用 

随
時
受
付
中
！ 

 

デ
イ
ケ
ア
利
用
時
に
お
休
み
し
た
場
合
は
、
他
の
曜
日
に
振
替
利
用
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ご
家
族
様
の
ご
都
合
な
ど
で
、
予
定
外
に
利
用
し
た
い
時
な
ど
、
臨
時
利
用
も
で

き
ま
す
。 

遠
慮
な
く
ご
相
談
下
さ
い 

 
 

（℡ 

〇
四
二-

五
九
六
―
〇
一
一
一
） 

 

 

今
年
も
頑
張
り
ま
す 

昨
年
は
、
当
施
設
の
デ
イ
ケ
ア
を
ご
利
用
頂
き 

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
更
な
る

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
、
職
員
一
同
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

介
護
老
人
保
健
施
設
オ
キ
ド
キ 

デ
イ
ケ
ア
職
員
一
同 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 月主な予定 
 

  ４日（月） 

～８日（金）レクリエーション週間 

１１日（月） 

～１５日（金）体重測定 

 １４日（木）ご当地グルメ 

１９日（火）海鮮丼 

２０日（水）セレクト食 

写真はあくまでイメージです。 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

皆
様
方
に
は
良
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は

医
療
法
人
社
団
珠
泉
会
の
各
施
設
・
事
業
所
の
運

営
に
、
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
我
が
国
で
は
、
団
塊
世
代
が
七
十
五
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
る
平
成
三
十
七
年
、
国

民
の
五
人
に
一
人
が
七
十
五
歳
以
上
と
な
る
状

況
を
踏
ま
え
、
「
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
、

「
在
宅
中
重
度
者
や
認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援

強
化
」
、
「
介
護
人
材
確
保
対
策
の
推
進
」
な
ど

の
施
策
を
推
し
進
め
る
た
め
、
昨
年
は
介
護
保
険

制
度
の
持
続
可
能
性
や
公
平
性
を
担
保
す
る
目

的
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
、
原
則
誰
で
も

一
割
の
負
担
か
ら
、
一
定
以
上
の
所
得
の
方
は
二

割
負
担
へ
、
ま
た
、
食
費
・
居
住
費
の
軽
減
措
置

の
認
定
基
準
の
厳
格
化
な
ど
の
大
き
な
変
更
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
政
権
で
は
第
二
の
矢

の
一
つ
と
し
て
、
「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」
を
掲
げ
る

に
至
り
ま
し
た
。 

珠
泉
会
で
は
、
高
齢
者
の
尊
厳
の
保
持
と

自
立
生
活
の
支
援
目
的
の
も
と
、
国
の
目
指

す
「
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
人
生

を
続
け
る
」
お
手
伝
い
の
た
め
、
在
宅
サ
ー

ニ 

ビ
ス
事
業
所
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

と
し
て
、
昨
年
三
月
に
文
京
区
小
石
川
に
『
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
つ
つ
星
』
、
『
短
期
入
所
生

活
介
護
あ
け
ぼ
し
』
を
、
十
月
に
国
立
市
谷
保

に
『
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
た
り
ざ
』
を
開
設
い

た
し
ま
し
た
。
更
に
、
本
年
九
月
一
日
開
設
を

目
指
し
、
中
央
道
八
王
子
イ
ン
タ
ー
近
隣
、
八

王
子
市
中
野
山
王
二
丁
目
に
全
室
個
室
、
100

床
の
全
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
ア

メ
イ
ズ
（
10
床×

10
ユ
ニ
ッ
ト
）
の
建
設
を

現
在
進
め
て
お
り
ま
す
。
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老

人
保
健
施
設
『
ア
メ
イ
ズ
』
は
、
「
訪
問
看
護

事
業
」
と
「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」

を
加
え
た
「
大
規
模
多
機
能
・
複
合
型
施
設
」

と
し
て
、
「
高
齢
者
の
誰
も
が
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
た
め
の
拠
点
構
築
」
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。 

 

今
後
も
組
織
理
念
で
あ
る
「
人
と
社
会
の
ケ

ア
を
通
じ
て
、
健
や
か
な
未
来
社
会
を
創
造
す

る
」
べ
く
、
一
歩
一
歩
努
力
を
重
ね
て
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
倍
旧
の
ご
支

援
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 平

成
二
十
八
年
一
月
一
日 

 

医
療
法
人
社
団 

珠
泉
会 

 

理
事
長 

 

市
村 

義
久 

  


